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2～12年実施済： 実施中または13年度以降計画：

目標：安定した生息(自然状態での安定的な再生産と分散の確保) 国が実施中：

営巣環境の保護・保全 捕食環境の保護・保全 行動圏内の生息必要条件の保護・保全

～ 年度2 6

生息及び繁殖状況調査 生 息 分 布：4kmﾒｯｼｭで62ヶ所(18.8%)、出現頻度は4.0％
～ 年度2 6

個 体 数：生息地は13ヶ所で、個体数は12～20羽
現況の把握 情報収集調査：4kmメッシュで81ヶ所(24.6%)

営巣地特定：14ヶ所
国
生態調査 繁殖行動・行動圏・食性・幼鳥の分散 繁殖成功率：26.1％:幼鳥確認 6羽／23ヶ所(1991～94年)＊

8 37.9％:幼鳥確認 11羽／29ヶ所(1995～99年)～ 年度 ＊

調査検討会 ＊:「幼鳥確認」とは、巣立ち後の飛翔確認とした

～ 年度8 11
保護対策基礎調査 保護対策の実施及びその効果測定

人工給餌：繁殖成功率の向上
8 ・繁殖成功に必要な餌量の推定～ 年度

採餌環境の保全及び保護 餌動物の供給と確保
繁殖状況のモニタリング
・繁殖成功率把握( )保護の方向性の決定
・繁殖成功に必要な餌量の推定

採餌環境の保全 キツネ及びテンの有害駆除

計画

行動圏と捕食地の特定 巣の補修：繁殖成功率の向上
・捕食環境の把握
・生息必要条件の把握

営巣環境の保全及び保護 営巣環境の改善

人工巣の提供

営巣環境の保護
餌量の推定
・捕食環境の把握 国

人工増殖 第２卵及び第２雛の活用

計画 飼育下での増殖
国・県協力

生息環境分析
・生息必要条件の把握 傷病鳥の保護・飼育 野外復帰不可能個体の活用
・営巣環境の把握
・捕食環境の把握

回復個体の野外への復帰と追跡
計画

普及啓発の推進 保護活動の育成 保護ネットワーク形成 営巣地の監視体制の強化
死亡原因調査 国・県協力

国・県協力 保護の必要性の普及

個体レベルの生理学的情報収集 計画
生息環境の改善 不良植林地の捕食地への転換

生息地内の主要道路のトンネル化

効果的な保護対策の確立 エコアップによるスキー場の捕食地への転換

開発行為等との共存 生息地及び営巣地の情報非公開の徹底

森林施業の事前協議の徹底 影響の少ない森林施業の確立

開発行為の事前協議の徹底 福井県環境影響要綱の徹底

造成後のモニタリングの実施

法的保護措置の推進 種の保存法の適用 生息地等保護区の指定

巣場所周辺の立入制限地区の設定

国 損失補償・土地の買上措置の検討

鳥獣保護区の設定及び拡大 特別鳥獣保護区の指定及び拡大開発行為指導マニュアルの策定

保護対策検討委員会 保護管理マニュアルの構築


